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界面における熱流体現象（濡れ・相変化現象やエネルギー
輸送）は身近な存在であるとともに、工学的にも現象解明
と制御が重要です。特に固体と液体の界面において、エネ
ルギーの流れとそのメカニズムに着目した研究を行ってお
ります。原子スケールにおいて熱流体の観点から新しい現
象解明の方法論や制御方法の創出を行うことを目指してお
ります。

熱流体工学、分子熱流体工学、界面物質－エネルギー輸送、
分子動力学、半導体洗浄プロセス

応用分野 界面プロセス最適化、省エネルギー
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